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メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
暗
い
環

H

1
そ
こ
に
は
い
な
か
っ
た
佐
野
碩
の
影
ー

武
　
田

清

　
　
　
　
L
　
偽
の
履
歴
書

　
嫌
な
予
感
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
予
感
は
得
て
し
て

当
た
る
も
の
で
あ
る
。
前
稿
「
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
暗
い
環
－

岡
田
嘉
子
の
上
申
書
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
本
誌
第
五
号
　
平
成

六
年
十
月
）
で
、
ソ
連
に
密
入
国
し
た
後
の
杉
本
良
吉
・
岡
田
嘉

子
の
軌
跡
を
追
い
つ
つ
、
そ
こ
に
演
出
家
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
を
中

心
に
し
て
渦
巻
い
た
粛
清
の
暗
い
環
を
論
じ
た
と
き
、
越
境
後
の

岡
田
嘉
子
の
人
生
に
一
点
だ
け
異
様
に
明
る
く
陽
気
で
屈
託
の
な

い
時
代
が
あ
っ
た
の
だ
。
岡
田
嘉
子
が
自
伝
で
語
る
チ
カ
ロ
フ

（
現
オ
ル
レ
ン
ブ
ル
グ
）
時
代
の
生
活
で
あ
る
。
こ
こ
に
奇
妙
な

違
和
感
を
覚
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
以
上
調
べ
る
術
も
な
く
放
っ
て

し
ま
っ
た
の
は
、
原
稿
を
書
い
て
い
る
途
中
で
発
見
さ
れ
報
道
さ

れ
た
、
モ
ス
ク
ワ
放
送
入
局
時
（
一
九
四
八
年
）
に
彼
女
が
提
出

し
た
履
歴
書
の
内
容
が
、
彼
女
の
チ
カ
ロ
フ
時
代
の
生
活
を
証
す

る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
こ
の

時
代
の
あ
る
こ
と
が
、
辛
酸
を
な
め
つ
く
し
た
彼
女
の
越
境
後
の

人
生
を
追
っ
て
い
く
う
え
で
の
救
い
で
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
思
え
ば
そ
の
履
歴
書
が
「
達
者
な
露
文
で
」
書
か
れ

て
い
た
こ
と
に
注
意
を
向
け
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
話
し
言
葉
に
比

べ
て
、
書
き
言
葉
の
習
得
は
格
段
に
困
難
で
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら

で
あ
る
。

　
岡
田
嘉
子
が
屈
託
な
さ
そ
う
に
語
っ
た
チ
カ
ロ
フ
時
代
の
生
活

は
全
て
嘘
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
一

九
九
四
年
十
二
月
四
日
に
N
H
K
衛
星
放
送
で
放
映
さ
れ
た

〈
わ
が
心
の
旅
〉
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
、
「
ソ
ビ
エ
ト
収
容
所
大
陸
・

岡
田
嘉
子
の
失
わ
れ
た
十
年
」
と
、
こ
の
番
組
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

で
あ
っ
た
今
野
勉
の
「
岡
田
嘉
子
の
失
わ
れ
た
十
年
」
（
『
中
央

公
論
』
同
年
十
月
号
）
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
彼
女
は
越
境
（
密
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入
国
）
後
の
十
年
間
を
ラ
ー
ゲ
リ
（
強
制
収
容
所
）
と
秘
密
警
察

N
K
V
D
（
内
務
人
民
委
員
部
）
の
内
務
監
獄
で
過
ご
し
て
い
た

の
で
あ
っ
た
。

　
従
っ
て
、
チ
カ
ロ
フ
で
医
師
の
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
バ
ク
氏
と
結

婚
し
て
も
い
ず
、
大
変
親
切
な
お
ば
あ
さ
ん
ア
ナ
ス
タ
ー
シ
ア
も

日
本
語
を
専
門
に
勉
強
し
て
い
た
二
i
ナ
と
い
う
女
性
も
み
な
架

空
の
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
モ
ス
ク
ワ
放
送
局
へ
提
出
さ
れ
た

「
達
者
な
露
文
」
の
履
歴
書
は
、
何
者
か
に
よ
っ
て
（
恐
ら
く
は

N
K
V
D
の
係
官
に
よ
っ
て
）
作
ら
れ
た
偽
の
履
歴
書
で
あ
っ
た
。

　
前
記
の
放
送
と
レ
ポ
ー
ト
と
に
よ
っ
て
、
岡
田
嘉
子
の
越
境
後

の
足
取
り
を
追
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
一
九
三
八
年
一
月
七
日
　
N
K
V
D
か
ら
議
長
工
ジ
ョ
ブ
名

　
　
で
逮
捕
状
が
発
行
さ
れ
、
二
人
別
々
に
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ

　
　
ス
ク
（
サ
ハ
リ
ン
）
へ
移
送
さ
れ
る
。
後
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

　
　
へ
移
送
さ
れ
、
苛
酷
な
拷
問
に
よ
る
虚
偽
の
自
白
を
強
制
さ

　
　
れ
た
。

　
一
九
三
八
年
二
月
二
一
日
　
囚
人
護
送
列
車
で
モ
ス
ク
ワ
へ
移

　
　
送
さ
れ
た
。

　
一
九
三
八
年
三
月
＝
二
日
　
モ
ス
ク
ワ
の
ル
ビ
ャ
ン
カ
（
N
K

　
　
V
D
本
部
所
在
地
）
の
未
決
監
獄
へ
入
れ
ら
れ
た
。
一
年
以

　
　
上
の
拘
置
と
取
り
調
べ
が
続
い
た
。

　
一
九
三
九
年
六
月
二
七
日
　
二
人
の
取
り
調
べ
が
終
了
し
、
プ

　
　
ト
ゥ
イ
ル
ス
カ
ヤ
監
獄
へ
移
さ
れ
る
。

　
一
九
三
九
年
八
月
四
日
　
ソ
連
邦
最
高
会
議
軍
事
委
員
会
へ
起

　
　
訴
さ
れ
た
。

　
一
九
三
九
年
八
月
＝
一
日
　
被
告
不
在
の
ま
ま
璽
事
法
廷
で
裁

　
　
判
。

　
一
九
三
九
年
九
月
二
七
日
　
二
人
に
判
決
が
下
さ
れ
た
。
岡
田

　
　
嘉
子
は
禁
固
十
年
、
杉
本
良
吉
は
銃
殺
刑
（
十
月
二
〇
日
執

　
　
行
さ
れ
た
）
。

　
一
九
三
九
年
十
二
月
二
六
日
　
モ
ス
ク
ワ
北
東
八
〇
〇
キ
ロ
に

　
　
あ
る
ピ
ャ
ー
ト
カ
第
一
収
容
所
へ
移
送
さ
れ
た
。

　
皿
九
四
三
年
一
月
四
日
　
突
然
呼
び
出
さ
れ
、
モ
ス
ク
ワ
へ
移

　
　
送
さ
れ
、
ル
ビ
ャ
ン
カ
の
女
性
用
監
獄
へ
収
監
さ
れ
た
。
先

　
　
に
収
監
さ
れ
て
い
た
マ
リ
ナ
ン
ナ
・
ヅ
ィ
ン
（
チ
カ
ロ
フ
の

　
　
二
ー
ナ
の
モ
デ
ル
で
、
後
の
ロ
マ
ン
・
キ
ム
夫
人
）
と
同
室

　
　
に
な
る
。
ソ
連
の
対
日
戦
略
の
諜
報
活
動
に
従
事
し
て
い
た

　
　
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
九
四
七
年
十
二
月
四
日
　
釈
放
さ
れ
、
プ
ロ
グ
レ
ス
（
外
国

　
　
図
書
）
出
版
に
入
る
。

　
一
九
四
八
年
四
月
　
モ
ス
ク
ワ
放
送
外
国
局
日
本
課
に
入
局
。

　
こ
の
後
の
人
生
は
、
彼
女
が
三
冊
の
自
伝
で
述
べ
て
い
る
通
り

で
あ
る
。
但
し
、
最
後
の
伴
侶
と
な
っ
た
元
新
派
の
俳
優
滝
口
新

太
郎
と
の
出
会
い
と
結
婚
が
や
や
不
自
然
さ
を
感
じ
さ
せ
る
（
注
1
）
。
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2
　
佐
野
碩
の
影

　
本
稿
で
書
き
た
い
の
は
、
私
た
ち
が
岡
田
嘉
子
に
す
っ
か
り
だ

ま
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
や
、
彼
女
が
最
期
ま
で
女
優
と
し
て

の
人
生
を
演
じ
切
っ
て
死
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
N
K
V

D
の
内
務
監
獄
を
釈
放
さ
れ
る
時
、
こ
こ
で
体
験
し
た
こ
と
は

一
切
口
外
し
な
い
と
い
う
誓
約
書
を
書
か
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う

か
ら
、
ソ
連
時
代
の
こ
と
は
書
け
な
か
っ
た
し
、
ま
た
書
こ
う
と

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
女
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
凄
惨
な
過

去
を
暴
露
す
る
よ
り
も
、
ソ
連
で
演
劇
の
勉
強
を
し
直
す
と
い
う

杉
本
良
吉
と
の
約
束
を
実
現
さ
せ
る
方
が
も
っ
と
も
っ
と
残
さ
れ

た
人
生
を
価
値
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
私
が
書
き
た
い
の
は
、
彼
ら
二
人
が
頼
っ
て
ソ
連
に
密
入
国
し

た
二
人
の
演
劇
人
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
と
佐
野
碩
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
佐
野
碩
は
、
彼
ら
が
密
入
国
し
た
時
、
既
に
ソ
連
に
は

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
よ
り
正
確
に
は
彼
の
〈
影
〉
と
呼

ぷ
べ
き
だ
ろ
う
。
〈
影
〉
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
と
言
え
ば
、
既

に
ソ
連
に
い
な
か
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ソ
連
に
い
た
当
時
ス
パ

イ
活
動
を
し
て
い
た
日
本
人
と
し
て
、
疑
い
の
目
を
向
け
ら
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
サ
ハ
リ
ン
で
逮
捕
さ
れ
た
時
、
杉
本
良
吉
は
密
入
国
し
た
理
由

と
し
て
、
左
翼
の
弾
圧
が
激
し
く
な
っ
た
日
本
で
は
ま
と
も
に
演

劇
活
動
が
で
き
な
く
な
っ
た
、
モ
ス
ク
ワ
へ
行
っ
て
メ
イ
エ
ル
ホ

リ
ド
の
下
で
演
劇
の
勉
強
が
し
た
い
、
モ
ス
ク
ワ
に
は
日
本
の
演

劇
人
土
方
与
志
と
佐
野
碩
も
い
る
、
と
述
べ
た
。
し
か
し
、
越
境

し
た
当
時
、
杉
本
と
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
を
つ
な
ぐ
線
は
、
い
か
に

彼
が
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
下
で
演
劇
の
勉
強
を
す
る
た
め
に
国
境

を
越
え
た
と
言
っ
た
に
し
て
も
，
全
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
二

人
は
一
面
識
も
な
か
っ
た
し
、
手
紙
の
や
り
取
り
を
し
た
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

な
か
っ
た
。
こ
の
線
を
つ
な
い
だ
の
が
、
前
年
の
夏
ま
で
メ
イ
エ

ル
ホ
リ
ド
劇
場
に
研
究
生
と
し
て
演
出
助
手
を
し
て
い
た
佐
野
碩
、

し
か
七
、
既
に
そ
こ
に
は
い
な
か
っ
た
彼
の
〈
影
〉
な
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
三
人
は
N
K
V
D
の
取
調
官
の
手
で
、
杉
本
－
佐

野
ー
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
と
結
ぷ
ス
パ
イ
網
に
で
っ
ち
上
げ
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
岡
田
嘉
子
の
嘆
願
書
が
発
見
さ
れ
、
報
道
さ
れ

た
時
、
新
聞
の
記
者
が
論
じ
た
よ
う
に
、
杉
本
・
岡
田
の
越
境
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
を
初
め
と
す
る
自
由
派

知
識
人
、
芸
術
家
の
粛
清
が
始
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
逮
捕
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
芸
術
家
粛

清
の
最
後
の
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
3
　
日
本
の
ス
パ
イ

　
一
昨
年
春
、
モ
ス
ク
ワ
で
『
私
に
自
由
を
返
し
て
下
さ
い
1
』

と
題
す
る
「
書
が
出
版
さ
れ
た
（
注
2
）
。
こ
れ
は
、
旧
K
G
B

秘
書
文
書
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
粛
清
に
よ
っ
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て
銃
殺
さ
れ
た
ド
イ
ツ
人
と
ロ
シ
ア
人
芸
術
家
二
十
人
の
ド
ク
メ

ン
ト
（
調
書
、
起
訴
状
、
請
願
書
、
記
録
な
ど
）
を
活
字
に
復
刻

し
た
も
の
で
あ
る
。
二
十
人
の
中
に
当
然
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
も
入

っ
て
い
て
、
計
十
八
種
の
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
う
ち
最
後

の
三
種
は
、
一
九
五
五
年
の
名
誉
回
復
申
し
立
て
と
そ
の
承
認
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
逮
捕
、
粛
清
に

関
す
る
も
の
は
十
五
種
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
の
何
種
類
か

は
、
既
に
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
（
注
3
）
。

　
だ
が
、
こ
れ
ら
の
ド
ク
メ
ン
ト
を
読
ん
で
い
て
、
私
の
目
を
射

た
こ
と
は
セ
キ
ー
サ
ノ
（
佐
野
碩
）
の
文
字
の
多
さ
と
、
ヨ
シ
マ

サ
・
ヨ
シ
ダ
（
杉
本
良
吉
）
の
文
字
の
少
な
さ
で
あ
っ
た
。

　
資
料
3
は
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
逮
捕
の
二
〇
日
後
（
一
九
三
九

年
七
月
＝
日
）
に
取
ら
れ
た
調
書
で
あ
る
。
冒
頭
か
ら
佐
野
碩

の
名
が
飛
び
出
し
て
く
る
。

質
問
　
こ
の
前
の
尋
問
で
あ
な
た
が
証
言
し
た
、
多
年
に
わ
た

　
つ
て
…
…

回
答
　
ヘ
リ
ド
と
セ
キ
ー
サ
ノ
は
一
九
三
二
年
、
私
の
劇
場
に

　
デ
ィ
ア
メ
ン
ト
の
署
名
の
あ
る
勤
務
文
書
を
も
っ
て
、
国
際

　
労
働
者
演
劇
連
盟
（
モ
ル
ト
）
か
ら
一
緒
に
派
遣
さ
れ
て
き

　
た
。
デ
ィ
ア
メ
ン
ト
は
モ
ル
ト
を
指
導
し
て
い
た
の
だ
が
、

　
彼
ら
は
更
に
ド
イ
ツ
の
演
出
家
ピ
ス
カ
ー
ト
ル
の
私
宛
て
の

手
紙
を
携
え
て
き
た
。
彼
は
当
時
モ
ス
ク
ワ
に
住
ん
で
い
て

モ
ル
ト
で
働
い
て
お
り
、
映
画
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
し
て

い
た
（
注
4
）
。

　
調
書
は
こ
の
後
、
ピ
ス
カ
ー
ト
ル
と
彼
の
関
係
が
執
拗
に
追
及

さ
れ
、
そ
し
て
最
後
に
、
い
き
な
り
こ
ん
な
質
問
が
発
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

質
問
　
あ
な
た
は
、
ス
パ
イ
活
動
で
ヘ
リ
ド
や
セ
キ
ー
サ
ノ

　
と
関
係
が
あ
っ
た
の
か
？

回
答
　
な
い
。
私
は
彼
ら
と
関
係
は
な
か
っ
た
。

　
取
調
官
は
最
初
か
ら
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場
で
働
い
て
い
た

二
人
の
外
国
人
と
ピ
ス
カ
ー
ト
ル
に
ス
パ
イ
の
嫌
疑
を
か
け
て
い

た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
調
書
は
こ
こ
で
プ
ツ
リ
と
終
わ
っ
て
い
る
。

吉
田
好
正
の
名
は
一
度
も
出
て
こ
な
い
。
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
が
逮

捕
さ
れ
ル
ピ
ャ
ン
カ
監
獄
に
収
監
さ
れ
た
当
時
、
杉
本
も
岡
田
も

同
じ
監
獄
に
い
た
か
、
ま
た
は
取
り
調
べ
の
度
に
同
じ
監
獄
に
連

れ
て
こ
ら
れ
て
い
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。

　
　
　
4
　
奇
妙
な
符
合

ス
タ
ー
リ
ン
の
粛
清
の
網
に
か
か
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
日
本
人
は
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少
な
く
な
い
。
だ
が
、
逮
捕
さ
れ
た
者
が
全
て
銃
殺
さ
れ
た
訳
で

は
な
い
。
そ
こ
で
、
な
ぜ
杉
本
だ
け
が
銃
殺
さ
れ
た
の
か
不
思
議

に
思
わ
れ
て
く
る
。
答
え
は
、
杉
本
が
演
劇
人
で
、
メ
イ
エ
ル
ホ

リ
ド
の
と
こ
ろ
で
働
い
て
い
た
佐
野
碩
の
同
志
だ
っ
た
こ
と
、
そ

れ
が
消
さ
れ
た
理
由
だ
と
言
う
の
は
劇
作
家
の
斎
藤
憐
で
あ
る
。

　
今
野
（
勉
）
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
を
逮
捕
す
る
た
め
に
だ
け
杉

　
　
本
が
必
要
だ
っ
た
わ
け
で
、
供
述
が
取
れ
た
ら
抹
殺
し
て
し

　
　
ま
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
供
述
を
翻
さ
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
。

　
（
斎
藤
）
憐
　
つ
ま
り
、
な
ん
と
か
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
を
抹
殺

　
　
し
た
か
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
の
ソ
連
に
、
う
ま
い
具
合
に
日
本

　
　
か
ら
越
境
し
て
き
た
奴
が
い
る
。
こ
い
つ
は
佐
野
碩
の
仲
間

　
　
だ
。

　
今
野
（
勉
）
え
え
。
杉
本
を
な
ん
で
あ
ん
な
に
長
く
調
べ
た

　
　
か
と
い
う
と
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
を
逮
捕
す
る
た
め
の
供
述

　
　
を
そ
ろ
え
た
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
斎
藤
憐
は
杉
本
・
岡
田
と
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
逮
捕
、

取
り
調
べ
の
デ
ー
タ
の
奇
妙
な
符
合
を
並
べ
て
み
せ
る
。

　
三
七
年
七
月
　
佐
野
碩
、
国
外
退
去
。

　
三
七
年
十
二
月
　
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
、
「
プ
ラ
ウ
ダ
」
で
批
判

　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
る
。

　
三
八
年
一
月
　
杉
本
、
岡
田
越
境
、
逮
捕
。

　
三
八
年
三
月
　
杉
本
、
岡
田
、
ル
ピ
ャ
ン
カ
の
未
決
監
獄
で
裁

　
　
　
　
　
　
判
開
始
。

　
三
九
年
六
月
十
九
日
（
＊
）
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
逮
捕
。

　
三
九
年
六
月
二
十
七
日
　
岡
田
、
取
調
べ
、
終
了
。
岡
田
、
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ル
カ
（
一
種
の
中
継
監
獄
）
に
移
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
。

　
三
九
年
九
月
（
二
十
七
日
）
杉
本
に
死
刑
判
決
。

　
三
九
年
十
月
二
十
日
　
杉
本
、
銃
殺
執
行
。

　
三
九
年
十
二
月
二
十
六
日
　
岡
田
、
ピ
ャ
ー
ト
カ
刑
務
所
に
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
る
。

　
四
〇
年
二
月
二
日
　
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
、
銃
殺
。

　
（
＊
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
が
逮
捕
さ
れ
た
の
は
実
際
に
は
六
月
二

　
十
日
。
『
昭
和
不
良
伝
』
斎
藤
憐
著
　
岩
波
書
店
　
一
九
九
九

　
年
）

　
確
か
に
日
付
だ
け
を
並
べ
て
み
れ
ば
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
逮

捕
と
杉
本
・
岡
田
の
取
り
調
べ
終
了
は
同
年
同
月
で
、
ま
る
で
メ

イ
エ
ル
ホ
リ
ド
が
逮
捕
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
、
取
り
調
べ
を
終
了

さ
せ
た
よ
う
に
も
読
め
る
。
更
に
、
今
野
勉
は
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ

ド
の
方
の
｝
件
書
類
（
ド
ク
メ
ン
ト
）
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、

杉
本
の
自
白
書
が
一
緒
に
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
た
、
と
証
言
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
、
も
し
そ
の
通
り
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド

に
関
す
る
ド
ク
メ
ン
ト
に
吉
田
好
正
の
名
が
出
て
く
る
の
が
、
な
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ぜ
こ
ん
な
に
も
少
な
い
の
か
。
ま
た
、
杉
本
（
吉
田
好
正
）
は
本

当
に
供
述
を
翻
す
機
会
も
な
く
銃
殺
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　
実
は
、
杉
本
は
供
述
を
翻
し
、
罪
状
を
否
認
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
法
廷
に
岡
田
嘉
子
を
証
人
と
し
て
召
喚
す
る

こ
と
を
要
求
し
て
さ
え
い
た
の
で
あ
る
。

　
旧
K
G
B
秘
密
文
書
の
中
か
ら
岡
田
嘉
子
の
フ
ァ
イ
ル
を
発
見

し
た
の
は
、
時
事
通
信
社
の
名
越
健
郎
で
あ
っ
た
。
彼
は
後
に
杉
本

の
フ
ァ
イ
ル
を
も
発
見
し
た
（
『
ク
レ
ム
リ
ン
秘
密
文
書
は
語
る
』

中
公
新
書
　
｝
九
九
四
年
V
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
杉
本
は
、
一
九
三
八

年
十
．
月
二
二
日
付
調
書
で
強
制
さ
れ
た
自
白
を
否
認
し
た
。
の
み
な

ら
ず
、
一
九
三
九
年
九
月
二
七
日
に
モ
ス
ク
ワ
の
ソ
連
鍛
高
裁
箪
事

法
廷
で
開
か
れ
た
裁
判
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
反
対
陳
述
し
た
。

　
裁
判
長
　
被
告
が
供
述
し
て
い
る
オ
オ
バ
、
ク
ロ
キ
、
ス
エ
ヒ

　
　
　
　
ロ
、
セ
キ
ー
サ
ノ
は
ス
パ
イ
な
の
か
。

杉
本

　
オ
オ
バ
、
ク
ロ
キ
、
ス
エ
ヒ
ロ
に
つ
い
て
は
私
が
勝

手
に
捏
造
し
た
も
の
だ
。
佐
野
は
日
本
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ

ャ
ル
ド
劇
場
の
演
出
家
で
あ
り
、
米
国
経
由
で
ソ
連
に

行
き
、
モ
ス
ク
ワ
で
演
出
家
と
し
て
働
い
て
い
る
。
佐

野
が
ス
パ
イ
だ
と
い
う
私
の
供
述
を
否
定
し
た
い
。
彼

が
ス
パ
イ
だ
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。

…
…
日
本
に
い
た
時
、
新
聞
で
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場

が
閉
鎖
さ
れ
た
と
い
う
記
事
を
読
ん
で
い
た
の
で
、
取

　
　
　
　
り
調
べ
の
時
に
思
い
出
し
、
こ
の
よ
う
な
愚
か
な
こ
と

　
　
　
　
を
考
え
つ
い
た
の
だ
。

　
　
　
　
…
…
取
調
官
の
指
示
を
受
け
、
裁
判
前
に
彼
女
に
対
し
、

　
　
　
　
裁
判
で
は
私
も
ス
パ
イ
と
認
め
る
か
ら
あ
な
た
も
そ
う

　
　
　
　
述
べ
る
よ
う
メ
モ
を
書
い
た
。
だ
か
ら
彼
女
は
い
ま
だ

　
　
　
　
に
ス
パ
イ
供
述
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
す
べ
て
取
調

　
　
　
　
官
の
指
示
に
よ
る
も
の
だ
。
裁
判
に
彼
女
を
同
席
さ
せ

　
　
　
　
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
す
べ
て
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
…
…
ソ
連
の
文
学
の
分
野
で
働
く
こ
と
を
夢
見
て
亡
命

　
　
　
　
し
た
。
ソ
連
に
い
る
知
り
合
い
は
佐
野
碩
だ
け
だ
。
取

　
　
　
　
り
調
べ
を
通
じ
、
拷
問
や
脅
迫
の
た
め
虚
偽
の
証
言
を

　
　
　
　
し
、
無
実
の
人
々
を
中
傷
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
深
く

　
　
　
　
反
省
し
て
い
る
。

　
杉
本
の
、
岡
田
を
証
人
と
し
て
法
廷
に
召
喚
し
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
は
退
け
ら
れ
、
同
日
判
決
が
下
っ
た
。
最
後
の
最
後
ま
で
、

杉
本
は
佐
野
が
今
も
モ
ス
ク
ワ
で
演
出
家
と
し
て
活
動
し
て
い
る

と
信
じ
切
っ
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
頃
、
佐
野
碩
は
既
に
新
天
地

メ
キ
シ
コ
に
渡
っ
て
、
演
劇
活
動
を
再
開
し
て
い
た
の
で
あ
る

（
注
5
）
。

　
　
5
　
利
用
さ
れ
た
吉
田
好
正

メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
ド
ク
メ
ン
ト
の
う
ち
、
起
訴
状
（
資
料
1
0
）
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は
既
に
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
（
注
6
）
。

　
こ
の
資
料
を
原
文
で
読
ん
で
い
く
と
、
私
の
気
に
か
か
る
こ
と

が
三
点
ほ
ど
あ
る
。
一
つ
は
、
こ
こ
で
初
め
て
杉
本
（
吉
田
）
の

名
が
出
て
く
る
の
だ
が
、
具
体
的
な
事
実
（
？
）
を
述
べ
た
本
文

の
最
後
に
四
人
の
連
名
の
一
人
と
し
て
そ
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
一
九
三
四
－
三
五
年
に
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
は
ス
パ
イ
活

動
に
引
き
入
れ
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
諜
報
機
関
の
手

先
と
な
っ
て
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
は
反
ソ
目
的
の
ス
パ
イ
活
動

動
を
積
極
的
に
行
っ
た
。

　
反
ソ
的
、
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
組
織
に
所
属
し
、
ス
パ
イ
活
動
を

遂
行
し
た
こ
と
で
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
ー
ー
ラ
イ
フ
は
自
ら
が
有

罪
で
あ
る
こ
と
を
完
全
に
認
め
た
。

　
ま
た
、
バ
ー
ベ
リ
お
よ
び
日
本
の
ス
パ
イ
、
ヨ
シ
ダ
、
コ
ロ

レ
ワ
、
バ
ヤ
ル
ス
キ
ー
、
コ
リ
ツ
ォ
フ
・
エ
ム
の
供
述
に
よ
っ

て
あ
ば
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
吉
田
好
正
の
扱
い
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
本
文
全
体
は
、
前
年

粛
清
さ
れ
た
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
大
物
政
治
家
ル
イ
コ
フ
、
ブ
ハ

ー
リ
ン
と
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
が
い
か
に
関
係
が
あ
っ
た
か
、
そ

し
て
「
芸
術
分
野
に
お
け
る
破
壊
活
動
」
（
！
）
に
関
し
て
具
体

的
な
指
示
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
、
い
か
に
立
証
す
る
（
で
っ
ち

上
げ
る
）
か
に
費
や
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
「
ル
イ
コ
フ
の

自
宅
の
部
屋
で
、
イ
ギ
リ
ス
諜
報
機
関
の
手
先
グ
レ
イ
と
出
会
い
、

オ
ル
グ
に
な
っ
た
」
と
い
う
よ
う
に
。

　
気
に
か
か
る
こ
と
の
二
つ
め
は
、
こ
れ
だ
け
細
か
い
事
実
を
並

べ
て
罪
状
を
で
っ
ち
上
げ
な
が
ら
、
起
訴
状
の
末
尾
に
、
〈
問
い

合
わ
せ
〉
と
称
し
て
、
「
囚
人
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
ー
ー
ラ
イ
フ
、
ヴ

ェ
、
エ
、
は
ブ
ト
ゥ
イ
ル
ス
カ
ヤ
監
獄
へ
拘
留
。
こ
の
件
に
関
す

る
物
的
証
拠
は
な
い
。
」
と
わ
ざ
わ
ざ
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
も
と
も
と
物
的
証
拠
は
皆
無
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
杉
本
の
強

制
さ
れ
た
虚
偽
の
供
述
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
大
勢
に
影
響

は
な
か
っ
た
の
だ
。

　
岡
田
嘉
子
の
嘆
願
書
が
発
見
さ
れ
、
報
道
さ
れ
た
時
の
新
聞
記
者

の
論
調
は
、
名
越
健
郎
の
語
っ
た
こ
と
の
口
真
似
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
恋
の
逃
避
行
は
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
ら
自
由
派
知
識
人
、
芸
術

家
の
逮
捕
と
い
う
新
た
な
粛
清
劇
へ
意
図
的
に
利
用
さ
れ
た
と
い

う
構
図
が
浮
か
ん
で
く
る
。
…
…
杉
本
の
強
制
自
白
が
メ
イ
エ
ル

ホ
リ
ド
夫
妻
粛
清
の
口
実
に
な
っ
た
の
は
明
ら
か
だ
。
…
…
恋
の

逃
避
行
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
演
劇
、
芸
術
粛
清
に
ま
ん
ま
と
利
用
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
」
（
名
越
健
郎
　
前
掲
書
）

　
杉
本
良
吉
・
岡
田
嘉
子
の
一
件
資
料
フ
ァ
イ
ル
を
旧
K
G
B

秘
密
文
書
か
ら
発
掘
し
て
く
れ
た
こ
と
を
私
は
名
越
氏
に
心
か
ら
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感
謝
す
る
が
、
こ
の
程
度
の
資
料
の
読
み
込
み
で
は
、
い
か
ん
せ

ん
浅
す
ぎ
る
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
か
ら
ソ
連
の
演
劇
史
に
無
知

な
ま
ま
文
章
を
綴
っ
て
い
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
を
粛
清
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ス
タ
ー
リ
ン

に
と
っ
て
何
年
も
前
か
ら
の
既
定
の
方
針
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
そ

の
気
持
ち
は
、
前
稿
で
書
い
た
革
命
十
周
年
記
念
の
一
九
二
七
年

に
ス
タ
ー
リ
ン
が
観
せ
ら
れ
た
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場
の
駄
作

『
村
に
開
い
た
窓
価
に
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
時
か
ら
、
メ
イ
エ

ル
ホ
リ
ド
を
追
い
詰
め
る
策
略
は
周
到
に
練
ら
れ
、
密
か
に
実
行

に
移
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
革
命
二
十
周
年
を

祝
っ
て
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
が
上
演
し
よ
う
と
し
た
『
あ
る
人
生
』

を
め
ぐ
る
公
開
検
閲
局
と
の
や
り
取
り
の
陰
湿
さ
が
証
明
し
て
い

る
が
、
そ
れ
は
次
節
に
譲
ろ
う
。

　
気
に
か
か
る
こ
と
の
三
つ
め
は
、
今
述
ぺ
た
こ
と
と
も
直
接
に

つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
資
料
の
冒
頭
右
肩
に
は
、
軍
事
委

員
会
本
部
検
事
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
エ
フ
の
手
に
よ
っ
て
、
青
鉛
筆
で

「
有
罪
。
禁
固
を
決
定
す
る
。
本
件
は
｝
九
三
四
年
十
二
月
一
日

付
の
法
令
に
よ
り
審
査
の
た
め
軍
事
委
員
会
へ
回
さ
れ
る
。
」
と

書
き
こ
ん
で
あ
る
の
で
あ
る
。
起
訴
状
の
日
付
は
一
九
三
九
年
十

月
二
七
日
、
ア
フ
ァ
ナ
ー
シ
エ
フ
の
書
き
込
み
日
付
は
一
九
四
〇

年
一
月
二
四
日
。
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
裁
判
が
行
わ
れ
、
判
決
が

．
下
さ
れ
る
の
が
一
九
四
〇
年
二
月
一
日
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
一

週
間
前
に
既
に
彼
の
運
命
は
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
し
て
も
一
九
三
四
年
十
二
月
一
日
付
の
法
令
と
は
何
だ

ろ
う
。
こ
れ
は
テ
ロ
事
件
の
審
理
を
迅
速
化
、
簡
略
化
す
る
法
令

の
こ
と
で
、
奇
し
く
も
こ
の
日
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
で
ス
タ
ー
リ

ン
の
後
継
者
と
目
さ
れ
て
い
た
キ
ー
ロ
フ
が
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
が

そ
の
成
立
を
後
押
し
し
た
。
こ
の
法
令
は
、
十
二
月
四
日
に
中
央

執
行
委
員
会
幹
部
会
決
定
と
し
て
「
テ
ロ
リ
ス
ト
行
為
の
準
備
ま

た
は
実
行
事
件
の
審
理
手
続
き
」
と
し
て
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
法

令
に
よ
り
、
「
テ
ロ
ル
関
与
の
嫌
疑
で
N
K
V
D
に
逮
捕
さ
れ
た

ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
は
す
べ
て
、
最
高
裁
軍
事
参
与
会
の
審
査
に
か
け

て
、
銃
殺
刑
を
科
す
こ
と
を
決
定
し
た
」
の
で
あ
っ
た
。
（
富
田

武
著
『
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
統
治
構
造
』
岩
波
書
店
　
一
九
九
六

年
V
一
九
三
四
年
は
ま
た
、
全
ソ
作
家
大
会
が
開
催
さ
れ
、
唯
一

公
認
の
基
本
的
創
作
方
法
と
し
て
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
が
承
認

さ
れ
た
年
で
あ
る
。

　
　
　
　
a
　
仕
組
ま
れ
た
公
開
検
閲

　
ロ
シ
ア
十
月
革
命
に
よ
っ
て
全
廃
さ
れ
た
は
ず
の
検
閲
制
度
は
、

革
命
十
周
年
を
祝
っ
た
翌
年
の
一
九
二
八
年
に
は
巧
妙
な
や
り
方

で
復
活
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
年
、
全
劇
場
に
〈
芸
衛
評
議

会
〉
な
る
組
織
が
設
け
ら
れ
（
議
長
は
党
が
任
命
し
た
）
、
上
演

を
予
定
し
て
い
る
演
目
は
事
前
に
、
こ
の
評
議
会
メ
ン
バ
ー
（
メ
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イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場
は
六
〇
人
）
の
前
で
公
開
検
閲
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
当
初
、
こ
の
制
度
の
影
響
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
か
っ
た
。
マ
ヤ

コ
フ
ス
キ
ー
が
提
供
し
た
戯
曲
『
南
京
虫
』
と
『
風
呂
』
を
一
九

二
九
、
三
〇
年
と
連
続
し
て
上
演
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
、

そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。
だ
が
、
一
九
三
〇
年
四
月
に
マ
ヤ
コ
フ

ス
キ
ー
が
ピ
ス
ト
ル
自
殺
を
遂
げ
て
か
ら
（
注
7
）
、
メ
イ
エ
ル

ホ
リ
ド
の
勢
力
に
陰
り
が
見
え
始
め
る
。

　
一
九
三
二
年
に
ラ
ッ
プ
（
ロ
シ
ア
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同

盟
）
が
党
の
指
令
に
よ
っ
て
解
散
さ
せ
ら
れ
る
と
、
全
ソ
作
家
同

盟
が
結
成
さ
れ
、
ゴ
ー
リ
キ
ー
が
議
長
に
就
任
し
た
。

　
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場
は
一
九
三
三
年
初
め
、
ゲ
ル
マ
ン
作

『
序
曲
』
の
上
演
を
許
可
さ
れ
た
の
を
最
後
に
、
ソ
ビ
エ
ト
戯
曲

の
上
演
を
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。
彼
が
晩
年
、
『
椿
姫
』

な
ど
の
外
国
戯
曲
や
『
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
』
な
ど
の
オ
ペ
ラ
し
か

演
出
し
な
く
（
で
き
な
く
）
な
っ
て
い
く
背
景
に
は
、
今
述
べ
た

よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
は
事
の
成
否
を
急
が
な
い
。
何
度
も
痛
め
つ
け
て

は
己
の
力
を
思
い
知
ら
せ
、
そ
れ
で
い
て
敵
に
立
ち
直
る
チ
ャ
ン

ス
を
与
え
な
が
ら
、
止
め
を
刺
す
機
会
を
虎
視
眈
々
と
狙
っ
て
い

る
よ
う
な
人
間
で
あ
る
。

　
一
九
三
三
年
後
半
、
つ
い
に
党
に
よ
る
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場

追
い
落
と
し
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
始
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
非

難
攻
撃
の
勢
い
は
ま
こ
と
に
ゆ
っ
く
り
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

山
場
は
、
革
命
二
十
周
年
を
控
え
た
一
九
三
六
年
に
到
来
す
る
。

年
初
か
ら
、
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
（
形
式
主
義
）
に
対
す
る
大
攻
勢

が
始
ま
っ
た
。

　
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
は
三
月
、
「
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
は
メ
イ
エ
ル

ホ
リ
ド
主
義
に
反
対
す
る
」
と
題
し
た
報
告
を
行
っ
て
、
非
難
に

反
撃
し
た
。
こ
の
報
告
は
翌
週
の
『
文
学
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
て

反
響
を
巻
き
起
こ
し
た
。
同
月
下
旬
に
は
、
モ
ス
ク
ワ
で
フ
ォ
ル

マ
リ
ズ
ム
問
題
を
め
ぐ
る
大
討
論
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
場

で
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
は
発
言
し
、
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
断
固
拒

否
、
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
と
い
う
公
式
的
解
釈
の
徹
底
否
認
を
唱
え

た
。　
前
年
、
公
開
検
閲
制
度
を
管
轄
す
る
全
ソ
芸
術
問
題
委
員
会
が

組
織
さ
れ
、
初
代
議
長
に
ケ
ル
ジ
ェ
ン
ツ
ェ
フ
が
任
命
さ
れ
て
い

た
。
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
を
最
後
ま
で
擁
護
し
て
い
た
の
は
彼
で
あ

っ
た
が
、
翌
年
の
大
討
論
会
で
の
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
発
言
を
聞

い
て
は
、
彼
に
も
も
は
や
限
界
で
あ
っ
た
。

　
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
は
そ
れ
で
も
、
革
命
二
十
周
年
を
祝
う
演
目

と
し
て
、
ソ
ビ
エ
ト
戯
曲
の
セ
イ
フ
ー
リ
ナ
作
『
ナ
タ
ー
シ
ャ
』

と
ニ
コ
ラ
イ
・
オ
ス
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
原
作
の
『
鋼
鉄
は
い
か
に
鍛

え
ら
れ
た
か
』
を
脚
色
し
た
『
あ
る
人
生
』
の
演
出
に
取
り
か
か

一187一



っ
て
い
た
。
後
者
の
原
作
は
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
小
説
の
傑
作

と
賞
賛
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

　
だ
が
、
二
作
と
も
に
公
開
検
閲
公
演
の
後
、
上
演
を
禁
止
さ
れ

た
。
既
に
あ
る
　
つ
の
決
定
（
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場
の
閉
鎖
）

が
下
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
作
を
観
客
の
眼
に
触
れ
さ
せ
ぬ
よ
う

に
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
（
注

8
）
。

　
一
九
三
七
年
十
二
月
一
七
日
、
つ
い
に
『
プ
ラ
ウ
ダ
』
紙
に
ケ

ル
ジ
ェ
ン
ツ
ェ
フ
の
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場
批
判
の
論
文
「
異
質

な
演
劇
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
彼
は
、
そ
の
論
文
を
次
の
よ
う
な
問

い
か
け
で
締
め
括
っ
て
い
る
。

　
「
は
た
し
て
か
か
る
演
劇
が
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
芸
術
に
、
ソ
ヴ
ィ
エ

ト
の
観
客
に
必
要
で
あ
ろ
う
か
。
」
（
注
9
）

　
三
日
後
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場
で
こ
の
論
文
を
め
ぐ
る
公
開

討
論
会
が
開
か
れ
た
。
だ
が
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
は
な
お
も
頑
と

し
て
誤
り
を
認
め
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
翌
三
八
年
｝
月
八
日
、

芸
術
問
題
委
員
会
は
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場
を
閉
鎖
し
、
劇
団

を
解
散
さ
せ
る
決
定
を
下
し
た
。
ケ
ル
ジ
ェ
ン
ツ
ェ
フ
も
職
を
解

か
れ
、
逮
捕
さ
れ
た
。
（
彼
も
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
と
同
じ
一
九
四

〇
年
に
粛
清
さ
れ
て
い
る
。
）

　
だ
が
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
は
な
お
も
奇
跡
的
に
生
き
延
び
る
。

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
が
彼
の
オ
ペ
ラ
劇
場
の
助
手
に
招
い
て
く

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
、
こ
の
当
時
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ

ス
キ
ー
は
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
演
出
家
の
御
手
本
に
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
7
　
最
悪
の
日
ソ
関
係

　
杉
本
良
吉
と
岡
田
嘉
子
が
越
境
し
た
｝
九
三
八
年
当
時
、
日
ソ

両
国
の
外
交
関
係
は
最
悪
の
状
態
に
あ
っ
た
。
三
六
年
の
日
独
防

共
協
定
に
よ
っ
て
、
日
ソ
両
国
は
次
第
に
対
決
色
を
強
め
、
三
八

年
の
張
鼓
峰
事
件
、
三
九
年
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
連
続
し
て
勃

発
す
る
。
事
件
と
呼
ぶ
か
ら
小
競
り
合
い
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
は
両
軍
そ
れ
ぞ
れ
二
万
人
近
い
犠
牲
者
を
出
し

た
歴
と
し
た
戦
争
で
あ
る
。
こ
の
間
、
日
ソ
両
国
間
で
は
リ
ヒ
ャ

ル
ト
・
ゾ
ル
ゲ
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
熾
烈
な
諜
報
合
戦
が

展
開
さ
れ
て
い
た
。

　
日
本
側
も
大
使
館
や
ソ
連
各
地
の
領
事
館
を
通
じ
て
諜
報
活
動

を
行
っ
て
い
た
が
、
一
九
三
七
年
に
そ
の
活
動
が
ソ
連
側
に
摘
発

さ
れ
た
。
「
日
本
人
外
交
官
と
交
際
の
あ
っ
た
ソ
連
人
六
三
名
が

〈
日
本
の
ス
パ
イ
〉
と
し
て
一
斉
に
銃
殺
さ
れ
る
」
（
名
越
健
郎

前
掲
書
）
と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
た
。
杉
本
・
岡
田
が
日
ソ
国

境
を
越
境
し
た
の
は
、
六
三
名
の
処
刑
判
決
の
下
っ
た
わ
ず
か
三

日
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
（
国
際
共
産
主
義
運
動
組
織
）
関
係
者
で
も
、
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外
国
人
に
は
国
外
退
去
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
。
土
方
与
志
と
佐

野
碩
も
、
こ
の
退
去
命
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
身
の
危
険
を
察
知

し
て
、
即
座
に
ベ
ル
リ
ン
へ
逃
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
全
土

で
ス
パ
イ
や
テ
ロ
リ
ス
ト
、
反
革
命
分
子
が
摘
発
さ
れ
、
外
国
人

と
一
度
話
し
た
だ
け
で
一
般
市
民
さ
え
告
発
さ
れ
た
。
一
九
三
七

－
三
八
年
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
大
粛
清
の
絶
頂
期
だ
っ
た
の
で
あ

る
。　
従
っ
て
、
一
九
三
八
年
当
時
の
ソ
連
で
「
日
本
人
で
あ
る
こ

と
」
は
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
に
「
偽
装
ス
パ
イ
」
で
あ
る
と
疑
わ

れ
る
危
険
が
あ
つ
た
。
ま
し
て
、
杉
本
は
達
者
に
ロ
シ
ア
語
を
操

っ
た
。
ス
パ
イ
で
あ
る
可
能
性
を
自
ら
証
明
し
て
み
せ
た
よ
う
な

も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
「
左
翼
イ
ン
テ
リ
」
の
「
舞
台
監
督
」
で
あ
る
杉
本
の
三
八
年

　
訪
ソ
は
、
宮
本
（
顕
治
）
の
指
令
や
信
認
状
が
あ
っ
て
も
な
く

　
て
も
、
か
つ
て
中
野
重
治
が
控
え
目
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

　
「
牢
獄
と
死
」
の
墓
場
に
と
び
こ
ん
だ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

　
た
。
」
（
『
モ
ス
ク
ワ
で
粛
清
さ
れ
た
日
本
人
』
加
藤
哲
郎
著

　
青
木
書
店
　
一
九
九
四
年
）

　
繰
り
返
す
が
、
杉
本
が
い
か
に
モ
ス
ク
ワ
の
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド

の
下
で
演
劇
の
勉
強
を
し
に
行
く
た
め
に
越
境
し
た
と
理
由
を
述

べ
て
も
、
彼
と
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
を
つ
な
ぐ
線
は
全
く
な
か
っ
た
。

ま
た
、
岡
田
が
後
に
ラ
ー
ゲ
リ
で
「
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
こ
と
を

自
白
し
た
の
を
後
悔
し
て
い
る
」
と
言
っ
て
涙
を
流
し
た
に
し
て

も
、
岡
田
の
自
白
が
直
接
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
逮
捕
に
つ
な
が
っ

た
の
で
も
な
い
。
彼
ら
二
人
と
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
を
つ
な
い
だ
の

は
佐
野
碩
、
よ
り
正
確
に
は
そ
こ
に
は
既
に
い
な
か
っ
た
彼
の

〈
影
〉
な
の
で
あ
る
。
取
調
官
た
ち
は
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
の
口

か
ら
「
も
う
一
人
の
日
本
人
」
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
へ
直
接
つ
な

が
る
日
本
人
の
名
を
吐
か
せ
た
か
っ
た
の
だ
。
ま
だ
サ
ハ
リ
ン
の

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
に
、
ま
た
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
拘
置
さ
れ

て
い
る
間
に
、
彼
ら
取
調
官
は
二
人
に
佐
野
碩
の
名
を
何
と
か
し

て
口
に
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
杉
本
は
既
に
自
ら
、
モ
ス
ク
ワ
に
は

佐
野
碩
と
い
う
同
志
が
い
る
と
述
べ
て
い
た
。
岡
田
も
ま
た
、
会

っ
た
こ
と
も
な
い
佐
野
碩
の
名
を
記
入
す
る
よ
う
強
制
さ
れ
た
。

岡
田
は
嘆
願
書
の
一
つ
の
中
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

　
「
サ
ハ
リ
ン
で
調
べ
ら
れ
た
時
に
、
通
訳
の
人
か
ら
、
佐
野
は

　
日
本
の
ス
パ
イ
と
し
て
捕
へ
ら
れ
た
と
云
っ
て
新
聞
を
見
せ
ら

　
れ
ま
し
た
。
が
、
そ
の
時
、
私
は
ロ
シ
ヤ
語
を
一
字
も
知
り
ま

　
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
そ
れ
が
真
実
か
嘘
か
、
知
る
こ
と
が
出
来

　
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
後
に
私
の
自
白
書
に
、
誰
か
第
三
者

　
の
名
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
苦
し
さ
の
余
り
、
そ

　
の
佐
野
と
い
ふ
人
の
名
を
書
き
ま
し
た
。
」
（
名
越
健
郎
　
前

　
掲
書
）

　
N
K
V
D
（
内
務
人
民
委
員
部
）
議
長
エ
ジ
ョ
ブ
名
で
二
人
の
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逮
捕
状
が
発
行
さ
れ
た
の
が
、
越
境
四
日
後
の
一
月
七
日
で
あ
る
。

そ
し
て
、
一
月
中
の
取
り
調
べ
の
際
に
、
取
調
官
は
佐
野
が
日
本

の
ス
パ
イ
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
た
と
嘘
を
つ
い
て
ま
で
、
岡
田
に

佐
野
碩
の
名
を
口
に
さ
せ
、
ま
た
記
入
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
極
東
の
内
務
人
民
委
員
部
の
取
調
官
た
ち
は
、
恐
ら

く
モ
ス
ク
ワ
か
ら
の
指
令
で
、
既
に
佐
野
碩
の
名
と
彼
が
何
者
で

あ
る
か
（
日
本
の
ス
パ
イ
）
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
、
佐
野
碩
の
名
を
杉
本
・
岡
田
に
口
に
さ
せ
、
記
入
さ
せ
る
目

的
（
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
逮
捕
・
粛
清
）
を
も
知
っ
て
い
た
か
も
し

れ
な
い
。
佐
野
碩
が
現
在
モ
ス
ク
ワ
に
い
る
か
、
い
な
い
か
な

ど
、
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
＆
　
危
険
す
ぎ
る
名

　
と
こ
ろ
で
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
ド
ク
メ
ン
ト
の
中
に
「
記

録
」
と
だ
け
記
さ
れ
た
、
二
九
四
〇
年
二
月
と
だ
け
日
付
の
あ
る

奇
妙
な
資
料
1
2
が
あ
る
。
右
肩
に
「
極
秘
」
と
印
が
押
し
て
あ

る
。　
奇
妙
な
の
は
、
こ
れ
が
調
書
で
も
な
く
起
訴
状
で
も
な
く
、
ま

た
被
告
（
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
）
の
請
願
書
で
も
な
く
、
た
だ
の

「
記
録
」
で
あ
っ
て
、
だ
か
ら
こ
そ
そ
こ
に
は
取
り
調
べ
経
過
中

の
諸
矛
盾
が
そ
の
ま
ま
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ひ
ょ

っ
と
す
る
と
、
こ
れ
は
罪
状
で
っ
ち
上
げ
の
裏
側
を
記
録
し
た
貴

重
な
資
料
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
り
あ
え
ず
、
こ
こ
で
は
佐
野
碩
と
吉
田
好
正
（
杉
本
良
吉
）

だ
け
に
絞
っ
て
読
ん
で
い
こ
う
。
ど
う
や
ら
N
K
V
D
の
検
事

た
ち
は
最
初
、
セ
キ
ー
サ
ノ
と
は
個
人
名
で
は
な
く
て
、
二
人

組
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
ら
し
い
。

　
「
日
本
人
の
セ
キ
ー
サ
ノ
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
出
会
い

　
も
、
彼
（
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
こ
と
1
武
田
）
が
で
っ
ち
上
げ

　
た
嘘
で
あ
る
。
セ
キ
ー
サ
ノ
は
実
際
に
は
個
人
で
、
し
か
も

　
研
究
生
と
し
て
彼
の
と
こ
ろ
に
い
た
の
で
あ
る
。
セ
キ
ー
サ

　
ノ
の
労
働
報
酬
は
、
教
育
人
民
委
員
部
モ
ル
ト
の
依
頼
で
、
劇

　
場
に
投
入
さ
れ
た
資
金
か
ら
支
払
わ
れ
て
い
た
。
彼
の
と
こ
ろ

　
で
、
セ
キ
ー
サ
ノ
と
の
会
話
は
全
く
な
か
っ
た
し
、
ま
た
パ

　
リ
で
い
か
な
る
手
紙
も
手
渡
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
彼
は
で
っ

　
ち
上
げ
た
の
だ
。
」

　
検
事
た
ち
は
、
こ
う
し
て
拷
問
に
よ
っ
て
虚
偽
の
供
述
を
強
制

し
た
こ
と
を
半
ば
認
め
な
が
ら
、
次
の
よ
う
に
書
き
留
め
る
。

　
「
モ
ル
ト
に
つ
い
て
の
ピ
ス
カ
ー
ト
ル
の
会
話
と
セ
キ
ー
サ
ノ

　
の
ス
パ
イ
活
動
に
つ
い
て
の
被
告
の
供
述
の
抜
粋
が
公
表
さ
れ

　
る
。
」

　
だ
が
、
供
述
に
矛
盾
が
多
々
あ
る
こ
と
は
、
検
事
た
ち
自
身
が

一
番
よ
く
知
っ
て
い
た
。
物
的
証
拠
は
何
一
つ
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
こ
そ
、
そ
こ
に
は
い
な
か
っ
た
者
（
佐
野
碩
と
グ
レ
イ
）
に
ス
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パ
イ
の
嫌
疑
を
か
け
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
被
告
は
、
こ
れ
は
自
分
の
つ
く
り
話
だ
と
答
え
た
。
セ
キ
ー

　
サ
ノ
は
一
九
三
七
年
に
モ
ス
ク
ワ
を
去
っ
て
い
る
し
、
そ
の
年
、

　
彼
は
そ
の
研
究
所
を
解
散
し
た
の
で
あ
っ
た
。
党
組
織
は
、
セ

　
キ
ー
サ
ノ
に
対
し
て
異
義
を
唱
え
た
。
い
わ
ば
，
彼
に
ス
パ

　
イ
活
動
の
疑
い
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」

　
で
は
、
杉
本
良
吉
は
ど
う
扱
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
同
工
異

曲
で
あ
る
。

　
「
日
本
人
ヨ
シ
マ
サ
・
ヨ
シ
ダ
を
彼
は
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の

　
場
合
ヨ
シ
ダ
に
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
活
動
と
の
関
係
が
あ
る
か
も
し

　
れ
な
い
の
だ
が
、
彼
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
な
い
。
」

　
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
杉
本
良
吉
・
岡
田
嘉
子
が
ソ
連

に
越
境
し
た
当
時
、
ソ
連
で
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
大
粛
清
が
頂
点
に

達
し
て
い
た
。
芸
術
界
の
粛
清
は
あ
と
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
と
い
う

大
物
が
残
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
と
き
メ
イ

エ
ル
ホ
リ
ド
の
名
は
、
口
に
す
る
だ
に
危
険
な
名
に
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
杉
本
・
岡
田
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
こ
と
を
全
く
知
ら

な
い
ま
ま
、
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
と
口
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
粛
清
の
シ
ナ
リ
オ
は
既
に
出
来
上
が
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
も
し
、
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
が
彼
を
助
け
な
け

れ
ば
、
彼
は
と
っ
く
に
逮
捕
さ
れ
投
獄
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。

　
杉
本
良
吉
の
死
を
無
駄
に
し
た
く
な
い
、
岡
田
嘉
子
の
な
め
つ
く

し
た
辛
酸
を
無
駄
な
も
の
に
し
た
く
な
い
、
と
い
う
思
い
か
ら
か
、

わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
時
と
し
て
奇
妙
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
に
な
っ

て
し
ま
う
も
の
ら
し
い
。
二
人
の
越
境
は
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
粛
清

の
最
後
の
仕
上
げ
に
利
用
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
メ
イ
エ

ル
ホ
リ
ド
の
暗
い
環
に
巻
き
込
ま
れ
た
犠
牲
者
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
注

L
　
升
本
喜
年
著
『
女
優
岡
田
嘉
子
』
（
文
芸
春
秋
　
一
九
九
三

　
年
）
に
は
、
「
滝
口
新
太
郎
と
岡
田
嘉
子
の
結
婚
に
し
て
も
ソ

　
連
の
政
策
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
滝
口
と

　
モ
ス
ク
ワ
放
送
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
支
局
時
代
か
ら
の
同
僚
で
あ
っ

　
た
川
越
史
郎
は
こ
の
間
の
事
情
を
熟
知
し
て
い
る
立
場
に
あ
り

　
な
が
ら
、
『
ロ
シ
ア
国
籍
日
本
人
の
記
録
』
（
中
公
新
書
　
一

　
九
九
四
年
）
の
中
で
は
二
人
の
結
婚
の
経
緯
に
つ
い
て
黙
し
て

　
語
ら
な
い
。
日
本
国
籍
を
有
し
な
が
ら
ソ
連
に
残
っ
た
日
本
人

　
は
、
結
婚
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
国
外
に
出
る
こ
と
は
更
に
一

　
層
困
難
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

2
ミ
＜
Φ
∋
剛
8
ζ
コ
Φ
ω
♂
δ
σ
9
ピ
ミ
（
ζ
O
ω
”
く
鶴
ζ
Φ
自
冨
∋

　
一
㊤
¢
刈
）

　
副
題
は
、
「
ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
の
文
学
者
・
芸
術
家
ー
ス
タ

　
ー
リ
ン
の
テ
ロ
ル
の
犠
牲
者
」
。
題
名
『
私
に
自
由
を
返
し
て
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下
さ
い
！
』
は
、
前
稿
で
も
紹
介
し
た
一
九
四
〇
年
一
月
一
三

　
日
付
の
モ
ロ
ト
フ
宛
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
嘆
願
番
中
の
悲
痛
な

　
叫
び
で
あ
る
。

a
　
『
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
ー
粛
清
と
名
誉
回
復
1
』
佐
藤
恭

　
子
訳
（
岩
波
書
店
　
一
九
九
〇
年
）

4
　
ヘ
リ
ド
は
ピ
ス
カ
ー
ト
ル
の
弟
子
で
、
有
能
な
演
出
家
と
し

　
て
モ
ル
ト
へ
派
遣
さ
れ
て
き
て
い
た
。

5
　
佐
野
碩
の
ソ
連
脱
出
後
の
軌
跡
に
つ
い
て
は
、
『
ビ
バ
ー
エ

　
ル
・
テ
ア
ト
ロ
！
』
藤
田
富
士
男
著
（
オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン
タ

　
ー
　
一
九
八
九
年
）
が
詳
し
い
。

α
　
『
月
刊
A
s
a
h
i
』
一
九
九
〇
年
四
月
号
　
「
ソ
連
検
事

　
が
あ
ば
く
・
演
出
家
杉
本
良
吉
が
利
用
さ
れ
た
・
ス
タ
ー
リ
ン

粛
清
の
真
相
」

7
。
　
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
の
死
に
つ
い
て
は
、
近
年
そ
れ
が
自
殺
で

　
は
な
く
暗
殺
で
は
な
か
っ
た
か
と
の
疑
義
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
『
破
滅
の
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
ー
』
亀
山
郁
夫
著
（
筑
摩

　
書
房
　
｝
九
九
八
年
）
や
、
『
き
み
の
出
番
だ
、
同
志
モ
ー
ゼ

　
ル
ー
詩
人
マ
ヤ
コ
フ
ス
キ
i
変
死
の
謎
1
』
ワ
レ
ン
チ
ン

　
・
ス
コ
リ
ャ
ー
チ
ン
著
　
小
笠
原
豊
樹
訳
（
草
思
社
　
二
〇
〇

　
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。
だ
が
、
真
相
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て

　
い
な
い
。

＆
『
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
の
全
体
像
』
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
ン

　
著
　
浦
雅
春
訳
（
晶
文
社
　
一
九
八
二
年
）
こ
の
中
で
プ
ロ
1

　
ン
は
、
『
あ
る
人
生
』
の
上
演
禁
止
と
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
劇
場

　
閉
鎖
の
方
針
と
が
表
裏
に
な
っ
て
い
た
と
論
じ
て
い
る
。

甑
　
ケ
ル
ジ
ェ
ン
ツ
ェ
フ
の
論
文
「
異
質
な
演
劇
」
（
ま
た
は

　
「
無
用
な
演
劇
」
V
は
、
『
暗
き
天
才
メ
イ
エ
ル
ホ
リ
ド
』
ユ
ー

　
リ
ー
・
エ
ラ
ー
ギ
ン
著
　
青
山
太
郎
訳
（
み
す
ず
書
房
　
一
九

　
九
二
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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